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光
と
風
の
ゾ
l
ン
の
メ
イ
ン
施
設
高
嵐
山
公
園
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

A
M
i
-
-
-
神
奈
川
景
勝
五
十
選
に
選
ば
れ
て
い
る
湘
南
平
に
、
建
設
を
進
め
て
い
た
レ
ス
ト
ハ
:
-
A
M

A
M
-
-

ウ
ス
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
二
月
二
十
一
百
(
水
)
踏
ん
工
式
を
行
い
ま
す
。
完
成
し
:
・会

A
M
--
-
た
高
鹿
山
公
園
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
、
展
望
台
付
き
で
眺
望
が
す
ば
ら
し
く
、
桜
の
開
花
・:
A
M

A
M
-
-
-
ず
る
前
の
=
一
月
四
日
(
土
)
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
:
:
:
会

光
と
風
を
テ
!
マ
に

湘
南
平
は
、
穂
高
百
七
十
九

肘
あ
り
、
昭
和
三
十
二
年
市
民

の
公
園
と
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
、
昭
和

三
十
四
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し

て
お
り
、
そ
れ
以
後
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
広
く
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
十
二

年
を
経
過
し
て
い
る
た
め
、
建

物
の
老
朽
化
が
激
し
く
な
り
、

建
て
替
え
と
周
辺
の
整
備
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

湘
南
平
は
、
新
平
塚
市
総
合

計
画
の
腫
点
施
策
と
し
て
「
湘

南
平
ピ
ュ

l
ラ
ン
ド
プ
ラ
ン

幻
」
に
位
置
づ
貯
ら
れ
、

「光

と
風
」
「
こ
ほ
け
み
の
森
」
「
文

化
の
森
」
「
子
供
の
森
」
「
季
節

の
森
」
の
五
つ
の
整
備
ゾ
l
ン

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
最

初
の
整
備
ゾ
1
ン
で
あ
る
砂
湘

南
平
光
と
風
の
ゾ
1
ン
。
の
メ

イ
ン
施
設
と
し
て
、
平
成
五
年

か
ら
二
か
年
継
続
事
業
で
整
備

を
進
め
て
き
た
の
が
、
高
麗
山

公
園
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
す。

自
然
環
境
と
調
和
を

施
設
は
、
自
然
環
糠
や
眺
望

な
ど
湘
南
平
の
特
性
を
十
分
生

か
し
、
周
辺
環
境
に
溶
貯
込
み

違
和
感
の
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
利
用
さ
れ
や
す
く
、
愛

さ
れ
、
再
度
訪
れ
た
い
と
思
わ

せ
る
よ
う
な
施
設
づ
く
り
を
し

て
い
ま
す
。

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
1

ト
造
り
三
階
建
て
で
、
延
面
積

は
六
百
十
二
平
方
討
で
す
。
外

援
は
磁
器
質
タ
イ
ル
ば
り
と
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
か
ら
な

り
、
食
掌
の
外
壁
は
食
事
中
の

展
望
と
太
陽
の
暖
か
さ
が
満
喫

で
き
る
よ
う
大
き
な
ス
テ
ン
レ

ス
枠
の
ガ
ラ
ス
張
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。
建
築
面
積
は
三
百
五

十
五
平
方
れ
で
す
。

大
パ
ノ
ラ
マ
の
眺
望

建
物
の

一
階
部
分
は
、
自
然

の
採
光
を
多
く
取
り
入
れ
、
人

口
照
明
と
マ
ッ
チ
さ
せ
た
エ
レ

ト
ラ
ン
ス
ホ
1
ル
や
売
底
、
ト
イ

レ
、
管
理
事
務
所
等
が
あ
り
、

お
年
寄
り
ゃ
障
害
者
用
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
と
、
車
い
す
ニ
台
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
階
部
分
は
、
展
望
レ
ス
ト

ラ
ン
で
六
十
席
あ
り
、
床
は
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
ボ
1
ド
仕
上
げ
な

ど
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
レ

ス
ト
ラ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

屋
上
の
展
望
台
は
、
地
上
か

ら
高
さ
九

・
一
肘
あ
り
、
レ
ス

ト
ラ
ン
と
同
様
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
昇
る
と
と
が
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
展
望
台
は
屋
上
か
ら
展

望
台
ハ
ウ
ス
一
階
、

二
階
と
三

層
か
ら
な
っ
て
お
り
、
一
階
が

地
上
十
二
・
六
M
、
二
階
が
十

五
・

一
M
と
、

一
階
上
が
る
ご

と
に
変
化
す
る
眺
望
と
な
っ
て

い
ま
す
。
展
望
台
ハ
ウ
ス
へ
は

階
段
で
昇
り
ま
す
が
、
こ
こ
か

ら
の
眺
望

・
景
観
は
、
市
内
の

街
並
み
や
湘
南
海
岸
、
大
島
を

始
め
と
す
る
品
々
、
箱
栂
連

山
、
雄
大
な
富
士
山
、
大
山
丹

灘
商
平

湘
南
の
海
岸
線
と
丹
沢

連
嶋
か
ら
伊
豆
の
山
々
ま

で
見
渡
せ
る
眺
望
の
名
所

で
す
。
容
に
は
桜
や
ツ
ツ

ジ
の
お
花
見
、
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
コ
ー
ス
な
ど
、
態
い

の
場
所
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す。

・
変
趨

平
塚
駅
パ
ス
ロ

畢
曲
線
湘
南
平
行
き
終
点

沢
山
塊
な
ど
、

一二
百
六
十
度
の

大
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
展
望
ス
ペ
ー
ス

は
、
「
光
と
風
」
の
ゾ
1
ン
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
お
り
、

風
の
吹
き
流
し
を
意
識
さ
せ
、

潮
風
を
身
体
で
感
じ
る
と
と
が

で
き
ま
す
。

際
限
で
レ
ス
ト
ラ
ン
ヘ

二
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
展
望

台
へ
は
、
広
場
側
か
ら
幅
十
二

M
(上
段
は
幅
九
計
)
の
広
い

階
段
か
ら
昇
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
ゾ
l
ン
イ
メ
ー
ジ
の
「
光

豊
富
な
メ
一

三
月
四
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
す

る
「
湘
南
平
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
」

は
、
百
十
二
平
方
目
、
い
す
席

六
十
の
広
さ
で
す
。
テ
ナ
ン
ト

は
平
塚
市
料
理
飲
食
業
組
合
連

合
会
に
委
託
し
て
、
子
供
か
ら

大
人
ま
で
、
幅
広
い
利
用
者
に

署
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
和

食
、
洋
食
、
府
輩
、
日
本
そ
ば

な
ど
を
そ
ろ
え
る
そ
う
で
す
。

営
業
時
間
は
、
午
前
十
時
か
ら

午
後
九
時
ま
で
で
す
。

売
庖
は
、
「
シ
ョ
ッ
プ
湘
南
平
」

と
命
名
し
、
飲
み
物
、
菓
子
、

お
み
や
げ
品
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
用

品
を
取
り
扱
う
予
定
で
す
。
営

と
風
の
丘
」
を
造
形
し
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
子
供
た
ち
が
木

や
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
に
、
気
軽

な
気
持
ち
で
登
る
よ
う
な
、
階

段
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

一ューを

業
時
間
は
、
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
午
後
九
時
三
十
分
ま
で
で

す。
ま
た
、
閉
庖
時
の
利
用
者
の

た
め
に
、
屋
外
に
自
動
販
売
機

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
、
ジ
ュ

ー
ス
等
の
飲
用
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
1
ル
は
、

訪
れ
る
観
光
客
の
た
め
に
、
本

市
の
紹
介
や
観
光
物
産
、
催
し

物
案
内
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

総
工
事
費
は
六
億
六
千
百
十

五
万
七
千
円
で
す
。

・
担
当
み
ど
り
公
園
課

制批.t.
君原支宥示脅 20周年記念展を開く有雅陶 ・
有れ年雅る少 敬老の日に89歳のお年寄りに諮るのみ茶

志たに堕陶 fEわんを贈り続けている陶芸クラブ「有雅

主聖要は 芸謡陶Jが創立淵年を迎え、聞から記念

つ教年 、グで展を聞く 。取材は松原恵子さん(東八幡)
て室会昭ル活
発参館和 l 動
足加で四プし

4
司

4

句

し
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

4
司

主
な
活
動
と
し
て
は
、

一

例
会
が
毎
週
土
曜
日
の
夜

一

六
時
か
ら
九
時
ま
で
宵
少

一

年
会
館
で
製
作
活
動
を
、

一

ま
た
浅
間
接
や
市
民
市
へ

一

の
参
加
、
夏
休
み
親
子
陶

一

芸
教
室
、
成
人
向
げ
陶
芸

一

教
室
、
研
究
委
員
企
画
に

一

よ
る
見
学
会
、
旅
行
、
作

一
陶
に
対
す
る
研
究
会
な
ど

一

活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い

一

ま
す
。

一

な
か
で
も
、
毎
年
敬
老

一

の
自
に
は
満
八
十
九
歳

一

(
翌
年
九
十
歳
)
に
な
ら

一

れ
る
方
に
、
湯
の
み
茶
わ

一
ん
を
社
会
福
祉
協
議
会
を

一

通
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

一

い
ま
す
。
昨
年
は
、
百
八

一

十
一
個
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

・

し
た
。
古
く
か
ら
の
会
員

• • 

陶芸クラブ有雅陶のみなさん

の
方
の
お
話
で
は
、
も
う

十
五
年
以
上
に
な
る
そ
う

で
す
。会

員
は
、
向
芸
教
室
の

参
加
者
や
作
品
展
を
見
て

入
会
さ
れ
た
方
が
多
く
、

当
初
の
メ
ン
バ
ー
は
こ
人

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
四
十
代
・
五
十
代
の

方
が
多
い
な
か
、
「
自
分

の
好
き
な
作
品
が
作
れ

て
、
自
由
で
気
楽
な
雰
囲

気
が
良
い
の
で
、
東
京
か

ら
毎
週
通
っ
て
く
る
」
と

い
う
こ
十
代
の
女
性
の
言

葉
が
、
「
有
雅
陶
」
の
良

さ
を
表
し
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
し
た
。
会
場
の
関

係
で
、
な
か
な
か
新
し
い

会
員
を
迎
え
ら
れ
な
い
の

が
、
悩
み
だ
そ
う
で
す
。

今
年
は
、
創
設
二
十
周

年
な
の
で
、
平
塚
市
美
術

館
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
記
念

展
を
聞
き
ま
す
。

二
月
十

五
日
か
ら
十
九
日
の
記
念

展
を
目
前
に
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
思
い
思
い
の
製
作

に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
作
品
が
展
示
さ
れ

る
の
か
、
大
変
楽
し
み
で

す。
な
お
、
背
少
年
会
館
の

ロ
ビ
ー
に
も
、

「有
雅
陶
」

の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

-• • 



平成ア年2月 15日

三
月
一
日
か
ら
、
全
国
一
斉

に
、
住
民
票
の
続
柄
に
つ
い
て

の
記
械
が
改
め
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

や
、
嫡
出
子
(
法
律
上
の
婚
姻

屈
を
受
理
さ
れ
た
夫
婦
の
聞
に

生
ま
れ
た
子
)
と
、
非
嫡
出
子

(嫡
出
で
な
い
子
)
に
つ
い
て

の
表
記
を
統
一
す
る
た
め
に
行

わ
れ
る
も
の
。

現
在
、
住
民
票
に
は

「世
帯

(2) 広報ひらつか

今
年
四
月
に
市
内
の
小
学
校

に
入
学
す
る
新

一
年
生
は
、
約

二
千
五
百
人
と
な
っ
て
い
る
。

新
入
学
児
の
い
る
家
庭
で

は
、
お
子
さ
ん
が
四
月
か
ら
元

気
に
楽
し
く
学
校
に
通
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
、
四
月
五
日
の
入
学
式

を
迎
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

av健
康

マ
就
学
時
健
康
診
断
で
治
療
す

る
よ
う
指
示
さ
れ
た
項
目
は
、

早
く
治
療
し
て
お
こ
う

F‘ 

.F・" '占ー_- .IIJo.. 

自分で安全 が確かめられるよう交通

ルールの指導を

A-遊
び

マ
い
ろ
い
ろ
な
友
達
と
外
で
元

気
に
仲
よ
く
遊
べ
る
環
境
を
つ

く
っ
て
お
と
う

マ
遊
び
に
行
く
と
き
は
、
行
き

先
、
時
間
な
ど
を
告
げ
る
習
慣

を
つ
甘
て
お
こ
う

A-生
活

マ
あ
せ
ら
ず
に
子
供
と

一
緒
に

行
動
し
な
が
ら
基
本
的
な
こ
と

を
教
え
て
お
こ
う

マ
早
寝
早
起
き
、
身
の
回
り
の

盤
理
整
般
の
習
慣
を
つ
げ
て
お

続
柄
の
表
記
が
改
正

3
月
1
日
か
ら
全
国
一
斉
に

第 545望号

主
と
の
続
柄
」
を
記
載
す
る
欄

が
あ
り
、
嫡
出
子
を
「
長
男
」

「
長
女
」

な
ど
と
密
く
の
に
対

し
非
嫡
出
子
は
「子」
、
延
子
は

「聾
子
」
と
表
記
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
れ

ら
す
べ
て
が
「
子
」
に
統

一
さ

れ
、
住
民
票
の
続
柄
表
記
か
ら

は
区
別
で
き
な
く
な
る
。

※
問
い
合
わ
せ
先
市
民
課
市

民
異
動
係
(
内
線
二
三
六
)

v
」』つ

・
事
故
防
止

マ
知
ら
な
い
人
に
声
を
掛
け
ら

れ
で
も
、
つ
い
て
い
か
な
い
よ

う
教
え
て
お
こ
う

マ
子
供
が
自
分
で
安
全
を
確
か

め
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
通
学

路
な
ど
に
つ
い
て
は
親
も

一
緒

に
歩
い
て
見
て
お
こ
う

-
食
事

マ
新
一
年
生
の
給
食
は
五
月
か

ら
始
ま
る
。
食
事
を
し
な
が
ら

基
本
的
な
し
つ
同
り
を
し
て
お
こ

-つ・
「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ

う
さ
ま
」
の
あ
い
さ
つ
を
す
る

.
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
食
べ
な

.
一
品
ず
つ
食
べ
て
し
ま
わ

ず
、
主
食

・
副
食
を
代
わ
る
代

わ
る
食
べ
る

-

V

」
ぼ
さ
な
い
よ
う
き
れ
い
に

食
べ
る

・
食
べ
物
が
口
に
入
っ
て
い
る

と
き
は
、
し
ゃ
べ
ら
な
い

区 分 改正前 改正後

嫡出子 長男、 二女等 子

特別養子 長男、 二女等 子

養子 養子 子

非嫡出子(性格主である 子 子

父に認知されている場合)

入
学
通
知
書
の

確
認
を
し
て
/

教
育
委
員
会
で
は
、
四
月
に

小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
お
子

さ
ん
の
い
る
家
庭
へ
、
入
学
通

知
曾
を
郵
送
し
て
あ
る
。
ま

だ
、
入
学
通
知
暫
が
届
い
て
い

な
か
っ
た
り
、
通
知
書
の
記
載

に
誤
り
が
あ
っ
た
り
し
た
と
き

は
学
務
課
学
事
係
(
内
線
五
三

一
一
)
に
ご
連
絡
を
。

マ
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん

・
小
学
校

昭

和

臼
年
4
月
2

日
3
平
成
元
年
4
月
1
自
に
生

ま
れ
た
方

・
中
学
校
昭
和
計
年
4
月
2

日

1
日
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ

た
方な

お
、

外
国
籍
で
市
内
の

小

・
中
学
校
に
入
学
を
希
望
さ

れ
る
方
は
お
申
し
出
を
。
ま

た
、
国
立
や
私
立
の
学
校
に
入

学
す
る
と
き
は
、
印
鑑
と
入
学

す
る
学
校
の
承
諾
告
を
持
参

し
、
学
務
課
に
届
け
出
を
。

イ
ク
・
ア
ン
プ
1
組
、
テ
ン
ト

5
張
り
、
紅
白
幕
9
張
り

マ
貸
し
出
し
期
間

5
日
以
内

マ
抽
選
日
時

3
月
8
日
(
水
)

午
前
9
時
市
役
所
入
札
室

大
地
震
が
発
生
し
、
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
、
道
路
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
大
き
な
被
笹
を

受
貯
る
と
、
防
災
関
係
機
関
の

機
能
は
著
し
く
低
下
す
る
も
の

と
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て

被
害
の
拡
大
を
防
止
し
、
救
援

救
麗
活
動
を
ス
ム
ー
ス
に
行
う

義
務
教
育
費
を

一
部
補
助
す
る

小
・
中
学
校
に
通
学
す
る
お

子
さ
ん
の
い
る
家
庭
で
、
義
務

教
育
費
の
支
払
い
に
お
困
り
の

と
き
(
市
民
税
非
課
税
世
帯
な

ど
)
は
、
そ
の
費
用
の
一
部
を

市
が
援
助
す
る
。

マ
対
象
と
な
る
経
費
学
用

品

・
通
学
用
品
費
、
遠
足

・
キ

ャ
ン
プ

・
修
学
旅
行
参
加
賀
、

給
食
費
な
ど

な
お
、
現
在
援
助
を
受
げ
て

い
る
家
庭
で
あ
っ
て
も
、
四
月

か
ら
引
き
続
き
援
助
を
希
望
さ

れ
る
方
は
手
続
き
が
必
要
と
な

る
。
群
し
く
は
、
教
育
委
員
会

学
務
課
学
事
係
(
内
線
五
ニ

O
)
に
お
尋
ね
を
。

都
市
計
画
新
用

途
地
減
決
ま
る

新
用
途
地
域
に
つ
い
て
は
、

平
成
六
年
十
月
十
五
日
発
行
の

「新
用
途
地
域
市
紫
案
」
特
集

に
基
づ
き
住
民
説
明
会
お
よ
び

任
意
縦
覧
を
実
施
し
た
。
こ
の

問
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
に

つ
い
て
都
市
計
画
審
議
会
に
諮

り
審
賭
し
た
結
果
、
紫
築
の
と

お
り
決
ま
っ
た
の
で
お
知
ら
せ

す
る
。今

後
、
県
に
よ
る
公
聴
会
な

ど
の
手
続
き
が
進
め
ら
れ
、
最

終
的
に
平
成
八
年
六
月
ま
で
に

決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

※
問
い
合
わ
せ

先

都

市
計
画

課
計
画
係
(
内
線
四
二
八
)

立
候
繍
者
に
事

前
説
明
会
開
く

平
塚
市
選
挙
管
理
香
員
会
で

は
、
四
月
に
行
わ
れ
る
統

一
地

方
選
挙
立
候
補
予
定
者
に
対
す

る
事
前
説
明
会
を
聞
く
。
詳
し

く
は
、
問
委
員
会
事
務
局
(
内

線
四
九
四
)
に
お
尋
ね
を
。

マ
県
議
会
諮
問
H
選
挙

(
4
月
9

日
投
票
日
)
の
立
候
補
予
定
者

・
日
時

3
月
7
日

(火
)
午

後
1
時
泊
分
5

・
会
場
市
役
所
C
会
議
室

隣
近
所
で
助
け
合
う

自主防災組織

た
め
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
特

に、

「自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
地
域

住
民
相
互
の
協
力
に
よ
る
組
織

的
な
活
動
が
重
要
と
な
る
。

現
在
、
市
内
の
ほ
ほ
全
域
に

自
治
会
を
基
本
単
位
と
し
て
、

避潔箆秀導班や給オd圧など防災訓練で

体験する自主防災組織のみなさん

マ
市
議
会
議
良

・
市
長
選
挙

(4
月
お
日
投
取
回
)
の
立
候

補
予
定
者

・
日
時

3
月
日
日
(
月
)
午

後
1
時
却
分
ら

・
会
場

教
育
会
館
大
会
議
室

フ
ロ
ン
ガ
ス
の
回
収

市
で
は
、
今
年
一
月
か
ら
家

電
販
売
庖
な
ど
が
破
砕
処
理
場

に
持
ち
込
む
冷
蔵
庫
な
ど
に
つ

い
て
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
の
事
前
回

収
を
お
願
い
し
て
い
る
。

事
業
者
の
方
は
、
適
正
に
フ

ロ
ン
ガ
ス
を
回
収
し
た
後
に
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
取
り
外
し
、

破
砕
処
理
の
申
し
込
み
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
自
己
回
収
で
き
な
い

場
合
は
神
奈
川
県
電
機
商
業
組

合
平
中
支
部
が
代
行
(
有
料
)

す
る
の
で
ご
利
用
を
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

・
粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場
(
電

話

n
l四
五
五
七
)

・
神
奈
川
県
電
機
商
業
組
合
平

中
支
部
(
マ
イ
ン
ズ
平
塚
庖

・

電
話
担

l
七
二
八
七
)

二
百
九
の
自
主
防
災
組
織
が
結

成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

組
織
で
は
、
地
域
住
民
の
関
心

と
理
解
を
高
め
、
実
際
に
災
害

が
発
生
し
た
と
き
に
役
立
つ
よ

う
、
各
地
域
の
特
性
に
合
っ
た

組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

例
え
ば
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多

い
地
区
で
は
、
平
日
の
昼
間
に

災
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定

し
て
、
主
婦
を
中
心
と
し
た
訓

練
を
行
い
、

い
ざ
と
い
う
と
き

の
た
め
に
備
え
て
い
る
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
地
域

で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
し
て
、
日
ご
ろ

か
ら
災
害
に
対
す
る
正
し
い
心

構
え
を
身
に
つ
貯
て
お
い
て
い

た
だ
き
た
い
。

市
民
相
談
室

(市
役
所
)
お

l
一
一
一
一
・
内
線
ニ
九
三

。
人
票
律
相
談
・接

相
談

2
月
幻
臼
(
冬
、
3
月
7
日
(
火
)

日
時
5
日
時

。
一
般
法
律
相
般
毎
週
水
曜
日
日
時
'
E
M時
予
約
制

。
登
配
供
託
測
量
相
般

3
月
刊
日

(
金
)
日
時
S
M時

。
住
宅
相
談

2
月
目
臼
(
火
)
、
日
時
1
M
時

。
発
明
考
案
特
許
相
股

3
月
6
臼
(
月
)
叩
時
1
日
時

。
下
精
取
引
相
般

2
月
日
日
(
木
)
、

3
月
日
目
(
木
)
日
時
初

分
S
M
時

。
定
例
年
金
相
餓

3

月
9
日

(木
)
叩
時
5
日
時

。
消
費
生
活
相
般
毎
週
金
曜
日
9
時
S
M時

。
一
般
市
民
相
般
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
日
時

青
少
年
相
談
室

(市
民
セ
ン
タ
ー
)
M
l七
三
一
一

。
膏
少
年
相
股

毎
週
月
3
金
曜
日
9
時
S
M時

。
悩
み
ご
と
は

かヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。

お
l
七
八
三
O

毎
週
月
3
金
曜
日
9
時
1
M時
叩
分
(
土

噛
日
は
日
時
1
M時
却
分
)

福
祉
会
館
お

l
二
三
三
三

。
専
門
(
法
律
、
金
融
、
住
宅
、
医
療
)
相
桜

3
月
9
日
(
木
)

日
時
初
分
3
日
時
却
分
、
予
約
制

。
生
活
支
媛
相
談
毎
週
月
5
金
曜
日
8
時
却
分
1
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
桜
毎
週
月
1
金
曜
日
8
時
却
分
1
口

時

O
結
婚
相
桜

毎

週

日

曜

日

刊

時

3
日
時
(
第
3
日
曜

日
は
除
く
)

O
母
子
相
股

毎

週

月

1
金
曜
日
9
時
S
M時

。
家
庭
児
童
相
餓
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
1
M時

。
婦
人
相
談

3
月
9
日
(
木
)
叩
時
1
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
鍛
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
却
分
i
M
時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(崇
鵬首
小
学
校
北
側
)

お
ー
六

O
一一一

毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
1
口
時
(
電
話
に
よ

る
相
談
は
毎
週
月
1
土
曜
日
9
時
1
口
時
)
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4月~平成 8年 3月の22回

-時間午前は10時~12時、午後は 1 時30分~3 時30分

・受講料 11.000円 (9月までの11回分・教材費別)

手工芸教室

募 集時間

前

後

前

後

前

前

前

前

前

後

前

前

午

午

午

午

午

午

午

午

午

午

午

午

市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
四
月

か
ら
開
講
ず
る
カ
ル
チ
ャ
ー
教

室
の
受
講
生
を
募
集
す
る
。

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
教

室
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢、

職
業
、
電
話
番
号

(
リ
ト
ミ
ッ

ク
は
子
供
の
名
前
と
生
年
月

日
)
を
記
入
し
て
〒
加
平
塚
市

見
附
町
十
五
l
一

市
民
セ
ン

タ
ー
内
ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー

事
業
運
営
委
員
会
(
世
話
詑

|

二
二
三
五
)
へ
。
締
め
切
り
は

三
月
十
日
(
金
)
、
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
る
。

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

E
U
A
U
弓

'
n
u
n
u
p
o
n
u

c
u
t
l
u
n
U
勾

'
n
U

1
a
噌

A

噌

A
噌

A

司

i

1
ゐ

唱

i
'
A

曾

i

臼設開名塗教

親と子の造形教室 ・親子で絵を

描いたり、粘土 で 遊んだりする

な
お
、
受
講
料
は
い
ず
れ
も

教
材
質
を
含
ま
な
い
。

-
開
講
期
聞
が
4
月
か
ら
平
成

8
年
3
月
ま
で
の
も
の
(
受
講

料
は
リ
ト
ミ
ッ
ク
と
別
配
郵
を

除
き
半
年
分
)

{
タ
イ
ル
ア
l
ト
入
門
}
募
集

初
人

マ
日
時
第
1
・
第
3
水
曜
日

の
午
後

1
時
却
分
3
3
時
初

分
、
全
M
回

マ
麟
師
日
本
芸
術
家
協
会
会

員
露
木
秀
泉
氏

マ
受
講
料
一
万
二
千
円

{
謡
曲
入
門
〕
募
集
犯
人

マ

日

時

第
1
・
第
3
水
晒
自

の
午
前
9
時
初
分
S
U時
、
全

M
回

マ
講
師
無
形
文
化
財
保
持
者

観
世
流
師
範
中
森
晶
三
氏

マ
受
耕
料

一
万
五
千
円

{
表
装
教
室
}
募
集
犯
人

マ

臼

時

第
2
・
第
4
金
曜
日

の
午
後
1
時
却
分

5
4時
、
全

M
回

マ
購
師
表
装
研
究
家
古
屋

忠
春
氏

マ
受
講
料

一
万
二
千
円

【
中
国
語
会
話
}
募
集
叩
人

マ
日

時

第

1
・
第
3
木
昭
日

の
午
前
日
時

S
U時
、
全
M
回

マ
講
師
元
東
海
大
学
医
学
部

研
究
生
江
嶋
氏

マ
受
講
料

一
万
二
千
円

{
油
絵
教
室
}
募
集
却
人

マ

日

時

第
2
・
第
4
木
曜
日

の
午
前
日
時

5
ロ
時
、
全
M
回

マ
鱗
師

ニ
紀
会
同
人
川
口

智
英
氏

春
の
火
災
予
妨
運
動

3
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
火
の
用
心

「安
心
の
暮
ら
し
の
中
心

火
の
用
心
」ぞ
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

今
年
も
三
月
一
日
(
水
)
か
ら

七
日
(
火
)
ま
で
容
の
火
災
予

防
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

平
成
六
年
の
市
内
で
の
火
災

件
数
は
前
年
よ
り
二
十
件
増
の

百
八
件
で
、
五
人
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
原
因
と

し
て
は
、
放
火
(
疑
い
を
含
む
)

ゃ
、
と
ん
ろ
、
た
ば
こ
の
火
の

不
始
末
に
よ
る
も
の
が
多
く
な

っ
て
い
る
。

今
回
の
火
災
予
防
運
動
期
間

中
は
、
百
貨
庖
の
巡
回
調
査

や
、
危
険
物
運
搬
車
両
の
調

査
、
事
業
所
で
の
実
戦
的
消
防

訓
練
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
。

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

が
起
き
や
す
い
季
節
。
火
の
元

に
は

一一
胞
の
ご
注
意
を
。

防
火
パ
レ
ー
ド

市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
防
火

に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た

マ
受
講
料

一
万
二
千
円

{
英
会
話
入
門
}
募
集
初
人

マ
日
時
第
1
・
第
3
火
曜
日

の
午
前
日
時
S
U時
、
全

μ
回

マ
鱗
師
元
金
沢
工
業
大
学
時

師
三
木
紀
子
氏

マ
受
講
料

一
万
二
千
円

{書
道
入
門
}
募
集
初
人

マ
日
時
第
1
・
第
2
・
第
3

火
曜
日
の
午
前
9
時
初
分
5
午

後
0
時
初
分
、
全
部
回

マ
講
師
書
草
会
主
宰
守
長

草
心
氏

マ
受
構
料
一
万
八
千
円

{
竹
芸
教
室
}
募
集
刊
人

マ

日

時

第
2
・
第
4
木
曜
日

の
午
後

1
時
却
分

3
3
時
泊

分
、
全
制
回

マ
駒
師
日
本
工
芸
会
正
会
只

藤
塚
松
昼
氏

マ
受
講
料
一
万
二
千
円

{水
墨
画
教
室
}
募
集
5
人

マ

日

時

第
1
・
第
3
日
曜
日

の
午
後
1
時
叩
分
1
3
時
泊

分
、
金
M
回

マ
講
師
四
条
円
山
派
水
墨
画

家
山
崎
純
子
氏

マ
受
鱗
料

一
万
二
千
円

だ
こ
う
と
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
る
。

当
日
は
、
ミ
ス
七
夕
を

一
日

消
防
署
長
に
迎
え
、
東
海
大
学

吹
奏
楽
研
究
会
や
古
式
消
防
保

存
会
、
消
防
団
の
み
な
さ
ん
が

防
火
を
呼
び
掛
け
る
。

マ
日
時

3
月
4
日

(土
)
午

後
1
時
初
分
3

マ
コ
l
ス

M
N
ピ
ル
南
側
広

場
1
J
R平
壕
駅

1
紅
谷
パ
ー

ル
ロ
ー
ド

{
奇
術
教
室
】
募
集
加
入

マ
日

時

第

2
・
第
4
土
暇
日

の
午
後

1
時
初
分
5
4
時
加

分
、
全
M
回

マ
講
師
平
療
奇
術
ク
ラ
ブ
会

長
官
白
代
長
次
氏
ほ
か

マ
受
講
料
六
千
円

{
陶
芸
教
室
】

募
集
7
人

マ
日

時

第

1
・
第
3
日
曜
日

の
午
前
日
時
S
U時
、
全
M
回

マ
講
師
陶
芸
家
丸
田
秀
三

氏マ
受
講
料
一
万
二
千
円

{
リ
ト
ミ
ッ
ク
}
募
集
犯
人

(
対
象
は
3
1
4歳
児
)

マ
日
時
毎
週
金
曜
日
の
午
後

1
時
1
5
時
の
間
の
1
時
間

(
4
コ
1
ス
制
)
、
全
位
回

マ
講
師

υト
ミ
ッ
ク
幼
児
指

導
者
関
益
子
氏
ほ
か

マ
受
講
料
月
四
千
円

{
月
密
会
】
骨
と
う
品
を
見
る

目
を
養
う
募
集
叩
人

マ
日

時

第

3
土
昭
自
の
午
後

1
時
初
分
1
3時
初
分
、
全
ロ

回マ
鵠
師
月
稗
会
会
長

田
正
男
氏

男
の
料
理
教
室

米
を
中
心
と
し
た
日
本
型
食

生
活
を
普
及

・
定
着
さ
せ
、
米

の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
行
わ

れ
る
も
の
。
今
回
は
魚
料
理
。

マ
日
時

2
月
お
日
(
土
)
午

前
叩
時
5

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ

定

員

男
性
別
人
(
先
着
順
)

マ
申
し
込
み
先
農
産
課
営
農

指
導
係

(内
線
五
四
一ニ
)

軽
自
動
車
の
廃
車
は

軽
自
動
車
の
廃
車
は
、

三
月

三
十

一
日
ま
で
に
手
続
き
を
す

る
と
平
成
七
年
度
の
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
る
。

問

α以
下
の
原
動
機
付
き
自

転
車
や
小
型
特
殊
自
動
車
を
廃

車
す
る
と
き
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
、
標
識
交
付
証
明
書
、

印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
市
民
税

課
税
制
係
(
内
線
二
六
八
)
へ。

久
保

マ
受
講
料
年
間
二
千
円

av開
講
期
聞
が
4
月
か
ら
9
月

ま
で
の
教
室

【
新
企
画
・

貧
揺
の
魅
力
を
探

る
]
親
か
ら
子
へ
歌
い
継
が
れ

る
童
謡
の
魅
力
を
歴
史
的
に
探

る
募
集
印
人

マ
日
時
月
2
回
、
日
曜
日
の

午
後
1
時
却
分
1
3時
初
分
、

全
ロ
回

マ
講
師
日
本
童
謡
協
会
・
作

曲
家
伊
藤
幹
翁
氏
ほ
か

マ
受
講
料
一
万
二
千
円

{
新
企
画
・
時
事
問
題
解
脱
}

日
本
や
世
界
各
地
で
起
き
て
い

る
時
事
問
題
を
分
か
り
ゃ
す
く

解
説
す
る
募
集
初
人

マ

日

時

第
2
火
曜
日
の
午
後

1
時
泊
分

4
3時
加
分
、
会
6

回マ
講
師
時
事
通
信
社
前
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
支
局
長
小
関
哲
哉

氏マ
受
講
料
六
千
円

{
名
作
文
学
の
周
辺
}
募
集
却
人

マ

日

時

第
2
・
第
4
土
曜
日

の
午
前
叩
時

1
日
時
初
分
、
全

ロ
回こ

の
ほ
か
の
軽
自
動
車
を
廃

車
す
る
と
き
は
次
の
場
所
で
手

続
き
を
。
な
お
、
盗
難
な
ど
で

実
際
に
所
有
し
て
い
な
く
て

も
、
廃
車
届
の
手
続
き
を
し
て

い
な
い
と
引
き
続
き
課
税
さ
れ

る
の
で
ご
注
意
を
。

マ
二
輪
車

(m∞
以
上
)

-
湘
南
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所
(
東
豊
田
三
六
九

l
m
・
電

話
M
l
八
九

O
八
)

マ
三
輪
・
四
輪
の
軽
自
動
車

・
軽
自
動
車
検
査
協
会
(
東
豊

田
三
六
九

l
m
・
電
話
臼
|
八

八
二
五
)

課
税
台
帳
の
縦

覧
期
間
を
変
更

平
成
七
年
度
は
、
地
方
税
法

の

一
部
改
正
に
よ
り
固
定
資
産

マ
間
師
元
中
央
公
論
社
編
集

局
次
長
尾
島
政
雄
氏

マ
受
講
料
一
万
二
千
円

{芭
蕉
を
読
む
}
募
集
初
人

マ

日

時

第
1
・
第
3
水
曜
日

の
午
前
日
時
S
U時
、
金
8
回

マ
講
師
湘
南
工
科
大
学
講
師

ゆ
り
は
じ
め
氏

マ
受
講
料
八
千
円

.
そ
の
ほ
か
の
期
間
に
開
講
す

る
も
の

{
日
本
人
の
宗
教
}
募
集
初
人

マ
白
程

4
月
i
m
月
の
第

1
・
第
3
土
曜
日
、
全
日
回

・
時
間
午
後
1
時
初
分

3
3

時
却
分

マ
講
師
神
奈
川
大
学
教
授

富
田
登
氏
ほ
か

マ
受
購
料
一
万
一
千
円

{
親
と
子
の
造
形
教
室
}
募
集

親
子
初
組
刊
人

マ
日
程

5
月
3
m月
の
第
3

日
曜
日
、
全
6
回

・
時
間
午
前
日
時

i
u時

マ

講

師

陶
芸
教
育
家
岡
村

敬
子
氏

マ
受
講
料

六
千
円

品
伊
総
減

税
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
が
、

一
か
月
遅
れ
て
四
月
三
日

(
月
)
か
ら
二
十
四
日
(
月
)

ま
で
と
な
る
予
定
。

詳
し
く
は
、
広
報
ひ
ら
つ
か

三
月
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
す

る。マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課

償
却
資
産
係
(
内
線
二
九
一

)

料

凋

晴

晴

)

叫

喰

f
ぷ
以
…

曹
、
唱
，
，
a
、，
g

、

-回開

，

b

料

お

中

品

物

数

ヲ

育

税

料

手

け

珂

険

険

抵

;

U

保

保

従

1
.

期

成

金

尿

E
-

内

等

健

年

し

終

い

剤

税

民
民
掃
最
・

月

象

国

国

消

期

…

2
対

・

・

・

納

-

A
V

A
V

…
 ー'ー'回4同 .，.墨量邑2堕重;p~防

#.l、電~Cζ園量rPli..Z玄
題名「元気に生きているときから

死について考える時聞を持つ
必要ガあるJ

終末医療・・・あなたならどうする

日時 3月 4日(土)
午後 2時-4時

MNビル竹階第 2会議室
西丸興一氏
横浜市総合保健医療センター長

募集人員 150人(先若JI康)

・申し込み希望される方は、 住所、氏
名、官話番号を記入のうえ、「〒254平塚
市見附町15- 1市民センターふるさと講
演会係Jへはがきまたは電話で申し込み
を。電話32-2235

-申し込み市販の履歴書に必要事項を

記入し、 2月23日{木}までに本人が職

員線へ提出する
※いずれも試験は 2月25日(土)午後行う。
問い合わせは職員線{内線321)へ

会場
講師

包 括

臨時職員の募集

・薬剤師・・・若干名

・資絡薬剤師免併取得者で、採用時現

在 45歳未満の方

・時間 市 民病院で午前 10時~午後 3時
・賃 金 時 給1600円
・申し込み履歴窃と免許証の写 しを市
民病院庶務線へ 3月 9日(木)までに本

人が持参する
翼民問い合わせ 市民病院庶務霊泉

32-0015内紛13197

平塚市職員・嘱託員等の募集
.職員 (薬剤師)… 2人
・職務 市民病院の築剤師
・資絡昭 和45年 4月 2日以降に生まれ
た人で、葉剤師の資格を有する人、ま

たは大学以上 の線程を 3月に事業する

見込みで資格取得見込みの人
・申し込み 所定の申込曾(職員採にあ
る)に必要事項を記入し、 2月23日(木〉
までに、本人が事現員課へ提出する

第 1・第 3火 i綴目

第 2・第 4火臨日

JJ 

第 1 ・第 3水曜日

第 2 ・第4水曜日

第 1 ・第 3木曜臼

主将 2 ・第 4木曜日

第 1 ・第 3金昭日

H 

第 2 ・第 4金昭日

第 2・第 4土曜日

鍛工芸

レザーアート

ヂFし才芭
深蟹アートフラワー

ヨ ーロ ッパ刺しゅう

日本人形

ステンドグラス

カントリーステンシル

パンの花

木彫り

フラワーデザイン

手編み教室

-嘱託員(水洗化普及事務)…1人
・職務 公共下水道の接続普及のため、

市内の対象区域訪問による啓践とその

事 務
・資 格 中学校以上 を事業した男性で、
昭 和10年 4月 2日から昭和15年 4月 1
日までの聞に生まれた方



(4) 

五
日
織
の
目
的

ホ'.!l，ト、
HOγ 
iま-:>1S.

平成ア年2月 15日

• 
広報ひらつか第 545号

年
齢
の
仲
間
の
遊
び
、
自
然
体

験
、
社
会
体
験
、
生
活
体
験
な

ど
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
供
の
資
質
や
能
力
を
育
て
よ

う
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。ま

た
、

知
識
や
技
能
を
身
に

つ
げ
る
こ
と
を
重
視
し
た
今
ま

で
の
教
育
か
ら
、
個
性
や
創
造

性
を
育
て
る
こ
と
を
重
視
す
る

教
育
を
目
指
そ
う
と
い
う
ね
ら

い
も
あ
る
。

家
庭
の
役
割
は

①
体
験
的
な
活
動
を
大
切
に

テ
レ
ビ
や
漫
簡
な
ど
か
ら
間

接
的
に
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、

実
体
験
の
機
会
を
多
く
持
つ
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
が
、

子
供
た
ち
に
自
発
性
を
身
に
つ

け
さ
せ
、
社
会
の
変
化
に
対
し

て
も
主
体
的
に
対
応
で
き
る
能

力
を
培
う
こ
と
に
な
っ
て
い

/
¥
。

②
過
程
を
大
切
に

結
果
や
答
え
だ
貯
を
大
切
に

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
た

ど
り
着
く
ま
で
の
過
程
が
大

切
で
あ
る
。
子
供
た
ち
が
試
行

錯
誤
し
て
、
結
果
や
答
え
を
出

す
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
が
次

の
行
動
に
役
立
っ
て
く
る
。

③
子
供
の
自
主
性
を
大
切
に

子
供
が
自
分
で
計
画
し
た

り
、
行
動
し
た
り
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
自
由

に
の
び
の
び
と
「
自
分
ら
し

さ
」
を
出
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。校

庭
を
開
放

各
学
校
で
は
、
学
校
泊
五
日

制
の
実
施
に
伴
い
休
業
日
と
な

る
土
曜
日
の
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
十
二
時
ま
で
、
校
庭
を
自

由
開
放
す
る
。

こ
れ
は
、
子
供
が
選
ぶ
子
供

自
身
の
時
聞
を
大
切
に
す
る
と

い
う
ね
ら
い
に
基
づ
い
て
、
今

ま
で
の
第
二
土
曜
日
に
加
え
、

第
四
土
曜
日
に
も
実
施
す
る
も

の
。
原
則
と
し
て
団
体
な
ど
に

よ
る
占
用
利
用
は
で
き
な
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
指
導
室

(
内
線
五
三
四
)

・
教
育
研
究
所
(
包
括
お
|
一一

一
一
一
一
)

2月25日(お休み

市立の幼 ・小 ・中学校では、

4月から始まる月 2回の学校

週 5日制に伴い、試行として

2月25日(土)の第 4土曜日

を休業日とする。ご協力を。

砂Eを歩<
海の叡歩道

松本和子さん(撫子原)

平
塚
に
移
り
住
ん
で
十
七

年
、
そ
し
て
犬
の
マ
ル
を
飼

い
始
め
て

一
年
が
過
ぎ
た

今
、
す
て
き
な
散
歩
道
を
見

つ
け
ま
し
た
。

国
道
百
三
十
四
号
線
の
花

水
川
橋
手
前
の
信
号
を
海
側

へ
渡
り
、
防
砂
堤
の
砂
追
を

波
の
音
を
聞
き
な
が
ら
歩
い

て
い
く
と
、
視
界
が
開
貯
て

き
ま
す
。
伊
豆
半
島
、
一
ニ
浦

半
島
、
大
磯
海
岸
、
江
の
島
、

そ
し
て
晴
れ
た
日
に
は
大
島

ま
で
見
渡
せ
ま
す
。

振
り
返
る
と
、
湘
南
平
の

後
ろ
に
真
っ
白
に
雪
を
か
ぶ

っ
た
富
士
山
が
顔
を
出
し
、

思
わ
ず
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
ん
な
に
素
晴
ら

し
い
長
色
を
、
ど
う
し
て
今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
の
か
残

私
の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

念
で
な
り
ま
せ
ん
。
大
磯
の

海
水
浴
場
ま
で
の
砂
浜
が
、

ま
る
で
大
き
な
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
よ
う
に
見
え
、
悠
々
と
し

た
気
分
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
砂
防
林
の
中
か
ら

は
メ
ジ
ロ
を
始
め
、
い
ろ
い

ろ
な
野
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞

こ
え
、
の
ど
か
な
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
と
き
が
過

ご
せ
ま
す
。
時
に
は
ふ
る
さ

と
の
九
州

・
天
草
を
思
い
出

し
、
な
つ
か
し
い
気
持
ち
に

な
る
と
と
も
あ
り
ま
す
。

美
し
い
山
、
海
、
川
を
絵

に
描
い
た
よ
う
な
自
然
と
出

会
え
た
こ
と
は
、
私
の
心
の

宝
物
で
す
。
三
人
の
子
供
た

ち
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然

を
い
つ
ま
で
も
守
り
続
け
て

い
け
る
よ
う
、
マ
ル
と
一
緒

に
今
日
も
歩
い
て
い
ま
す
。

〈募
集
〉
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
送
り
く
だ

さ
い
。

〈送
り
先
〉
〒
加
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
企
画

部
広
報
広
聴
課
「
私
の
好
き

な
散
歩
道
」
係。

親予で義撃し〈蓄の-FIを施設見学会
【見学の主な内容】

O午前中は金目川の下 流 (花水川河口付

近)で、川の水の流れや汚れなどを観察

し、環境科学センターへ行って見学し、

担当職員から川と水の汚れについての話

しを聞きます。

。 午後は、大地震に備えた市の備務倉庫

(平塚球場内)を見学して、防災に対す

る日ごろの心構えを聞きます。また、大

神環境衛生センターを見学しながら大震

に運び込まれるとみについての話しを聞

きます。最後は、海岸終に建設中の新しい

港の建設状況を見ながら容休みの勉強を

していただきます。

【時間とコース】
8時50分 市役所市民ホール集合

9時00分 出発

9時30分金目川下流で水の観察

10時30分環境科学センター

12時00分 総合公園で昼食

13時 00分 総合公園備蓄倉庫見学

14時 00分大神環境衛生センタ-

15時30分新港の建設状況見学

16時30分解散予定

実施日①3月27日(月)

② 3月30日 (木)

市 内 に お住まいの小学生と保護

者

・ 集 合 午前8時 50分市民ホールに集合

・定員 (I)@とも先着50人

・持ちもの 弁当、雨具、筆記用具

・申し込み 希望される方は、はがききに

参加 者会員の氏名と住所、

電話番号、子供の学年と希

望日 を記入し「〒254平塚市

浅間 町 9- 1平塚市広報広

聴課施設見学係Jへ
・問い合わせ広報 広聴課 広報担当

内線315

-対象
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第25回少年少女マラソン大会

いろいろな意見が寄せられてい

る。その一明jを紹介しよう。 あ

なたの考えは・・・。

教育委員会では、調査研究枝

を置け学校週5日制について検

討を重ねてきた。各学校には、

ーーーーーー
ーーーーーー

" ーーーーー

広報ひらつか平成フ年2月寸 5日(5) 

小学生の保護者
・家族で出かける回数も多くなり、計画も立

てやすくなった

・ゆっくり話す時間を持てるので喜んでいる
.選択の幅を持てるチャンスが増えて良い

・大人が患うほど子供たち怯特別視していな

い。 rたまたま休みになってラッキー」と

いうような感覚で、上手に対応している

.商売をしている家庭では土曜日が休みと決

まっているわけではない。土曜日だりにこ

だわらなくても良いのでは

・親が共働きなので子供だげで過ごすことが
，心、首己

・休みのたびに行事が入ったので、役員は少

しばて気味
・「さあいらっしゃい」型の受け皿(イベン

トなど〉は、そろそろ考え直して良い。の

んびり過ごすことがゆとりの第一歩
・子供が自由に過ごせるキャンプ場や公園を

増やしてほしい
・教育内容が変わらない限り少ない時間で党

えなげればならなくなり、子供にとって負

f旦になる

-ほかの暇自に負担がかかったり、学校行事
(運動会、造足、学轡発表会など)がなく

ならないことを要望する

ゴールを目指せいよいよスタート

毎

年

、

本

大

ニ

回

行

わ

れ

て
き
た
月
例
大
会
が
な
く
な
り
新
た
に

第
一
回
、
第
二
回
(
本
大
会
)
と
し
て

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
少
年
少
女
マ

ラ
ソ
ン
大
会
の
第
一
回
が
、
一
月
二
十
九
日

(
日
)
平
塚
競
技
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は

小
学
五
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
総
勢
二
百
七

十
人
余
り
の
生
徒
が
力
を
競
い
合
い
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
小
学
五
年
生
女
子
の
杉
田
好
さ

ん
(
勝
原
小
)
が
今
ま
で
の
記
録
を
塗
り
か
え

る
ま
さ
に
好
走
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
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中学生本人

・家族との会話が増え、家が楽しくなった
・自由な時聞が叩えてうれしい

・休みがある分、学校も充実している

.計画的に時間を使えるようになった

・平日の授業を減らしたほうがゆとりがある
.学習内容や高校受験の在り方も併せて考え

てほしい。裂も休みにしなければ無意味

・土曜日は両親が家にいないので、仕事も休
みにすればいい

・休みの土曜日には体育館も開放してほしい
.休みの臼の行事はやめてほレい

中学生の保護者
・のんびり過ごせるー悶以心にゆと才りを生む

・授業のしわ寄せが心配。授業についていけ

ない子供たちはどうするのか

・土日を利用した学習塾が今よりも加熱し、

学カ差がより大きくなるのが心配

・学習指導要領が今のままでは学校行事を全
廃しでも授業時間数を確保するのは困難だ

.これ以上学校行事を減らさないで

・家庭でじっくり話し合うことが血婆だ

・ 子供自身の心の持ち方が一番m~。そばに
いる大人がいかに手助けをするかが大切

・現Z廷に多くの親がE七階l尽に働いている今の

社会を見直すべき

‘~ ~ 

.自分のペースを守って

きしいときも

4・・・・..~砂・4砂4砂....~砂.~・・・・4・4・・.~・・.・4・・4・・・・・・・・.・・.
~~_.1Ta.. . -_.tIIII¥ ⑬i⑪ ・日時 2月聞は) 9 時30分~11~ --_.， ' ''' .-ーー寸 ⑬¥@ ~時仇参加自由。雨天時中止。
(Ç ~~ 熟:Jf'..ι 画巳温院 ・‘、 ; ・鈍合花水Jlf橋平塚側たもと、:、/la，P 三三 ミc;，〆- ....、~.・hア司・ 1公星を見る会
可・h、"¥'以デイ)0.司・L.I・・・・・.~司-/宮Zすなx ・・・・......一 制"'. 、__， 民 そ弘 、_，.: 盟遠鏡で火星をみよう。

『ー-- _- ~ - 、-' 一 : ・日時 2月24日(金)19時~20時30分:・・・・・・・・・・・・・・4・・・4・4・・・・・・・・4・4・・・・・.・j・場所 博物館底上 (科学教室集合)
jさんが訪れた図書館に、ご希望の本が・〒254浅間町12-41 電話 31-0415 :・診加 自由(雨天時中止)

jない場合でも、ほかの館にあれば取り寄 :0北図書館 :0開館時間 9 時~16時50分
jせて、ご利用いただいている。また、 :〒254閉村5155- 1 包括53-1232 :く〉休館日 毎週月曜日、月末

j平塚市にない場合でも、県立図岱館や :0西図書館 ~O博物館
:他市の図哲館から借りることも可能。〒254山下760- 3 電話36-3555 :干254浅 間 町12-41

ご希望の本が見当たらない時は、カワ:

ンターにお申し出を。 IIるE・.凋・・3翠:
会初めて借りる方は登録を

;会プラネタリウム「地球のしっぽJ :ヵ市民アートギャラリー
初めて本を借りる方は、登録が必要:

なので、住所やお名前が分かるもの : 地球の磁力線と太陽風の構造を解説。 j【陶芸クラブ・有雅陶20周年記念展示

{保険証・ 運 転 免 許 証 な ど ) の 持 参 j・投影日 3月12日(臼〉までの土 ・ ;会】

を。笠録と同時に利用カードを作成す j日曜日 : ・期間 2月15日{水) ~19日
るので、その日から本が借りられる。 ・時間 11時と14時 j 【進和学園陶芸展】

借りられ る の は 、 本 、 雑 誌 ( 級 新 号 : ・観覧料 100円 ; ・期間 2月15日(水) ~19日

以外)、 CD、ビデオテープ合わせて 5 : 会寄贈品コーナー j 【なかよし作品展】

点まで。借りられる期間は 2週間。 : :・期間 2月23日{木) ~28日

l枚の利用カードで中央館、北館、 :@  r生物部門 :津久井湖・相模湖のプ : 【第 4回草野陶会作品展】

:西館、あおぞら号で共通に使え、それ;ラ ンクトンJ : ・期間 3月 1日{水)~ 7日

jぞれ 5点まで借り ることができる。 津久井湖 ・相模湖に生息するプラン j 【神奈川県学生曾道展】

万一、利用カードを紛失した場合は jクトンを写真パネルで展示。: ・期間 3月 1日(水)~ 7日

:再登録の手続きを。また、住所等の変: ・期間 2月26日(日)まで j 【平塚女流曾道展】

;更があ った場合は、お申し出を。:@r天文部門 :太陽J : ・期間 3月 9日(木)~14 日(火)
;。開館時間 火~日曜日 9 時~16時50: 1年間の太陽観察の成果を展示。 :0開館時間 9 時30分~16時50分
j分(金曜日のみ、中央館の貸出釜と参 j・期間 3月 1日(水) ~30日(木) : 0休館日 毎週月曜日、 2月21日(火)

j考室は 9 時~18時50分) ~会漂着物を拾う会 : (常設展の展示替え及び設備保守点検

:0休館日 毎週月曜日、月末、中央図書 j j等のため)

:館のみ 3月14日(火)(館内消毒のため) : 平塚海岸に打ち上げられた動物・植 ~O糞術館
iく〉中央図書 館 :物・人工 物を集めて調べる。:干加西八幡 1-1-3 電話35-2111

・・4・・・・・・.・・・...~・・・・・.......~・・・.・.・・・・・...~・4・・4・・・・・・・.・.・・・・・・・・・・・4砂・4・・4砂

競授場はもうすぐそこ

-・4・・・4砂・・4砂...~砂

m話 33-5111

|美術館|

E図圃・E三ヨ・・2ヨ
。 2月 19日 (臼) 10時 、 14時 、 中 央 館

したきりすずめ、ちから太郎、ナイ

チングール、ミレ-

@ 2月26日(日)10時、 14時、中央館

かちかち山、やまんばと牛かた、キ

ュリ一夫人、ゴッホ

@ 3月 5日(日) 10時 、 14時、 中央館

あしながおじさん

。 3月12日(日) 10時、 14時、

トム ・ソーヤの口険

中央館

会ビデオ映画会

(日)

(日)

(j() 

t火3

(!)く)

会購入新聞のご案内

図暫館では、中央図告館が12紙 、 北

図曾館が 8紙 、西 園野館が12紙の新聞

を購入している。中央図曾館では、そ

の日の 新 聞 は 1階新聞コーナーで、最

近 3か月以内の新聞は 2階貸出室で自

由に閲覧できる。また、 3か月以前の

新聞は縮刷版やマイクロフィルムで保

存しである。北図啓館では、ブラウジ

ングコーナーに、その日と 1か月以内

の新聞がおいである。西国窃館では、

1階の子供 室に 小 ・中学生向きの新聞、

2階のブラウジングコーナーにその日

と 3か月以内の新聞がおいてある。

どうぞご利用を。

食図書館のネットワーク

図密館は、中央図岱館と北図書館、

西図書館、あおぞら号で有機的で総合

的なネットワークをつくり、市民のみ

なさんにご利用いただいている。みな
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